




下地モルタル

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

部位

材　　料

床 天　井

材　　料
撤去

天井廻縁
高さ

壁

材　　料 撤去 廻縁撤去高さ

巾　木

材　　料撤去FL室名

階

下地

仕上

改修前

内部仕上表

仕　上　表 －

磁器質25角モザイクタイル貼

一部

一部

LGS下地

現状のまま

床 壁 天井

石綿含有箇所

●

備考

仕上 現状のまま

●
磁器質25角モザイクタイル貼

下地モルタル　厚30　木ゴテ押え

復旧

復旧

下地

改修後
現状のまま

ワイヤーメッシュ　φ6×150角

和式便器【撤去】、洋式便器の普通便座【撤去】

洋式便器（温便座付）【新設】、

●：有無を示す

温便座のみ【新設】
1階

Ａ・Ｂ・Ｃ
男女便所

下地 一部 LGS下地
和式便器【撤去】、洋式便器の普通便座【撤去】

1階
男女便所

Ａ・Ｂ・Ｃ

下地防水モルタル　厚30

軽量コンクリート　厚160、

軽量コンクリート　厚100、 スラブコンクリート　厚120

仕上

改修前

2-3階

仕上

下地

改修後

下地モルタル共

磁器質25角モザイクタイル貼
一部

磁器質25角モザイクタイル貼

下地モルタル　厚30　木ゴテ押え

復旧

復旧

現状のまま

現状のまま

●

洋式便器（温便座付）【新設】、温便座のみ【新設】

2-3階
男女便所

Ａ・Ｂ・Ｃ

スラブコンクリート　厚120

アスファルト防水層、均しモルタル　厚20、

男女便所

各階共通
Ａ・Ｂ・Ｃ

保護モルタル　厚20、

下地モルタル

磁器質100角タイル貼 1300

1300

現状のまま

現状のまま

現状のまま

現状のまま

現状のまま

石綿セメントケイ酸カルシウム板　厚6　目透し貼、EP塗装

石綿セメントケイ酸カルシウム板　厚6　目透し貼、EP塗装

2440

2340

2440

2340

2440

2340

2440

2340
●

磁器質100角タイル貼

モルタル金ゴテ押え

EP塗装

モルタル金ゴテ押え

EP塗装

２連以外の紙巻器【撤去】

トイレブース【撤去・改修】

２連紙巻器【新設】、トイレブース【新設・改修】

２連以外の紙巻器【撤去】

トイレブース【撤去・改修】

トイレブース【新設・改修】２連紙巻器【新設】、

北中学校生徒用トイレ及び多目的トイレ整備工事

塩ビ製廻縁

塩ビ製廻縁

下地

仕上

改修前浴室 浴室
2500

2400～

バスリブ
廻縁

バスリブ用

LGS下地

磁器質25角モザイクタイル貼

防水モルタル共

浴槽（ポリバス）、給湯機器【撤去】

-20

● ● ● ●

●

下地

仕上

改修前用務員室玄関

下地

2500

LGS下地

用務員室玄関
150角クリンカータイル貼

●

段鼻滑り止め：アルミ製【撤去】

塩ビ製廻縁 化粧石膏ボード　厚9.0

LGS下地

● ●

●
2500～

2700
モルタル金ゴテ押え、EP塗装

半磁器75角タイル貼、下地モルタル

●

●

●

内壁側：CB積　厚150【撤去】

CB積　厚150【浴室側撤去】

RC壁・CB積壁面　モルタル下地調整

外壁側：RC壁【そのまま】

上り框：木製　60×100【撤去】

下地モルタル　厚30

下地

仕上

改修前
LGS下地

便所
石綿セメントケイ酸カルシウム板　厚6　目透し貼、EP塗装

便所

洋式便器（温便座付）【移設】

Ｌ型手摺【移設】、２連紙巻器【移設】
2360

クッションフロア貼

+135

●

●

コンクリート金ゴテ

EP塗装 300

●

● 塩ビ製廻縁 ● ●

●

下地

仕上

改修前 2500

石綿セメントケイ酸カルシウム板　厚6　目透し貼、AEP塗装木製巾木、OP塗装 100
±0

+100

● ●

●

塩ビ製廻縁 ●

下地

仕上

±0改修後

洗面・踏込 洗面・踏込

倉　庫

踏込上り框：木製　60×120【撤去】

塩ビ製廻縁

半磁器75角タイル貼、下地モルタル

モルタル金ゴテ押え、EP塗装

●

●

●

●

ソフト巾木 100

LGS下地

内壁側：CB積　厚150【撤去】

内壁側：CB積　厚150【撤去】

EP-G塗装

PB　厚12.5、EP-G塗装

RC壁・CB積壁面　モルタル下地調整
LGS下地

踏込

倉庫

下地

仕上

±0改修後

クッションフロア貼

踏込：土間コンクリート金ゴテ押え

ソフト巾木 100

LGS下地

EP-G塗装

PB　厚12.5、EP-G塗装

RC壁・CB積壁面　モルタル下地調整

塩ビ製廻縁

LGS下地

2600 踏　込

外壁側：RC壁【そのまま】

外壁側：RC壁【そのまま】

下地

仕上

改修後用務員室 +100

縁甲合板　厚15 現状のまま

現状のまま

2500 用務員室

段鼻金物、床見切り金物【撤去】

1階
洗面台　W750、鏡【撤去】、開口枠【撤去】

用務員室側　框：木製　60×120【新設】

廊下－踏込間床見切り：アルミ製　W35【新設】

面台：SUS　厚1.2　W110・185【新設】
仕上

EP-G塗装
ソフト巾木 100 塩ビ製廻縁

耐水PB　厚12.5、EP-G塗装

設備壁：化粧ケイカル板　厚6

LGS下地

改修後多目的便所 ±0 多目的便所

-120

-100～

設備壁：LGS下地、構造用合板　厚24　H900、1320

外部仕上表

部　　位

外　壁

下地

仕上 アクリルリシン吹付

コンクリートブロック　厚150、モルタル塗

改　修　後

コンクリート打放、アクリル系リシン吹付仕上

アルミ開きドア：周囲カッター入れの上【撤去】

鉄筋：タテヨコ-D10＠250

土間コンクリート　厚120　金ゴテ押え

フォームポリスチレン　厚25

割栗石　厚120

透湿ポリエチレンシート

土台：90×60＠900程度（アンカーボルト　9φ＠900）

根太：45×60＠450程度

土間コンクリート

土間コンクリート

既設土間コンクリート　詳細は下記とする既設木床組　詳細は下記とする

特
　
記

土台：90×60＠900程度（アンカーボルト　9φ＠900）

根太：45×60＠450程度 ワイヤーメッシュ　φ6×150角

コンクリート（21N-15S）厚120＋増し打ち　金ゴテ押え

ポリスチレンフォーム　厚25

砕石RC-40　厚100

土間コンクリート【復旧】　金ゴテ押え

土間コンクリート、木床組、合板

土間コンクリート、木床組、縁甲板　厚15

復旧土間コンクリート　特記無き限り詳細は下記とする

木床組【一部復旧】

復旧木床組　詳細は下記とする

厚120＋140～160

土間コンクリート【復旧】　金ゴテ押え　厚120＋50

一部

土間コンクリート　厚120【そのまま】

鉄筋：タテヨコ　D10＠400、端部補強　D13-1、

2500

一部

カーテン・レール共【脱着】

カーテン・レール共【復旧】

ポリエチレンフィルム　厚0.15

現　況

平付ピクトサイン：アクリル板　150角

ジプトーン　厚9.5

ジプトーン　厚9.5

跳ね上げ手摺、手洗器、鏡、ベビーキープ

オストメイトパック（温水付）【各新設】

洋式便器（温便座付）、L型手摺、２連紙巻器【各再利用】

モルタル下地調整の上、長尺塩ビシート貼　厚2.0

長尺塩ビシート貼　厚2.0モルタル下地調整の上、

モルタル下地調整の上、 長尺塩ビシート貼　厚2.0

 1) ・一般間仕切壁：高さ２．７ｍ以下：軽鉄スタッド　Ｗ５０下地以上

・一般間仕切壁：高さ４．０ｍ以下：軽鉄スタッド　Ｗ６５下地以上

・一般間仕切壁：高さ４．５ｍ以下：軽鉄スタッド　Ｗ９０下地以上

・一般間仕切壁：高さ５．０ｍ以下：軽鉄スタッド　Ｗ１００下地

 2) 各便器、手洗器、各手摺、アクセサリー関係（設備工事）

2023／03／24
萱室　敦司

１級　２５６６３０号

Ａ－０８

一部

一部

 3） １階　階高：3620㎜

一部

現状のまま

現状のまま

一部　LGS下地

一部　PB　厚12.5、EP-G塗装

洗面：LGS下地【撤去】、踏込：LGS下地【改修・一部撤去】

一部

一部

一部

一部

塩ビ製廻縁

塩ビ製廻縁
現状のまま

新設箇所：ケイ酸カルシウム板　厚6、EP-G塗装（周囲に合わせる）

現状のまま

新設箇所：ケイ酸カルシウム板　厚6、EP-G塗装（周囲に合わせる）

現状のまま

新設箇所：ケイ酸カルシウム板　厚6、EP-G塗装（周囲に合わせる）

現状のまま

新設箇所：ケイ酸カルシウム板　厚6、EP-G塗装（周囲に合わせる）
塩ビ製廻縁

軽量コンクリート（18N-15S）　厚180、

アスファルト塗膜防水（Y-2工法）、下地モルタル

コンクリート（21N-15S）厚120

ワイヤーメッシュ　φ6×150角

±0

-100

±0

-100

±0

-100

±0

-100

萱
室

安
井

田
中

西
尾

4周差筋アンカー　D13＠400　L450

コンクリート（21N-15S）厚220

4周差筋アンカー（D10＠400 L450）

4周差筋アンカー（D10＠400 L450）、

4周差筋アンカー（D10＠400 L450）

天井点検口：450角アルミ枠【新設】

天井点検口：450角アルミ枠【新設】

天井点検口：450角アルミ枠【新設】

天井点検口：450角アルミ枠【新設】

天井点検口：450角アルミ枠【新設】

新設建具又は新設壁及び既設壁取合については、コーキング処理とする。

モルタル増し打ち　厚50　金ゴテ押え、ワイヤーメッシュ　φ3.2×150角










































